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教育委員会議事録  

日 時 平成30年12月12日（水）午後２時00分～午後２時25分 
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 学校整備課長 渡 邊  秀 則 
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担 当 課 長 

岡 部  義 雄 
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本 橋  宏 己 
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所 長 

平 﨑  一 美 
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統括指導主事 

寺 本  英 雄 
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統括指導主事 

古 林  香 苗 
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就 学 前 教 育  
担 当 課 長 

東 口  孝 正 

 

中央図書館次長 加 藤  貴 幸 

 副 参 事 
（子どもの居場所づくり担当） 倉 島  恭 一 

 
  

 
事 務 局 職 員 
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 担 当 書 記 小 野  謙 二    

傍 聴 者 １名      
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会議に付した事件  

 

（議案） 

  議案第53号  地域運営学校（コミュニティ・スクール）の設置につい

て 

 

（報告事項）  

  （１）平成31年度学校給食調理業務委託新規実施校について  

  （２）学校運営協議会委員の任命について  

  （３）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について  
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教育長  ただいまから平成 30年第 18回杉並区教育委員会定例会を開催い

たします。 

  本日の会議について、事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長  本日の議事録署名委員につきましては、教育長より事前に伊井

委員との指名がございましたので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、本日の議事日程についてでございますが、事前にご案内

のとおり議案１件、報告事項３件を予定しております。  

  以上でございます。  

教育長  それでは議案の審議を行いますので、事務局より説明をお願いい

たします。 

庶務課長  それでは、日程第１、議案第53号「地域運営学校（コミュニテ

ィ・スクール）の設置について」を上程いたします。学校支援課長から

ご説明申し上げます。  

学校支援課長  私からは地域運営学校の設置についてお諮りいたします 。 

  平成 31年１月１日付けで、次の学校に学校運営協議会を置く。杉並区

高円寺南一丁目15番 13号、杉並第三小学校でございます。  

  提案理由ですが、杉並区学校運営協議会規則第２条の規定に基づき、

学校運営協議会を置く必要があるということで、この間、学校、地域の

状況が調いましたので設置に至った次第でございます。  

  なお、参考資料としてこれまでのコミュニティ・スクール一覧がござ

いますが、平成31年１月の杉並第三小学校で53校と、そういった状況で

ございます。 

  なお、議案の朗読は省略させていただきます。  

  私からは以上でございます。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ご

ざいましたら、よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。  

對馬委員  これそのものの意見とか質問とかではないのですけれども、中

学校なんかはほとんどの学校が指定されてきて、小学校もかなりの学校

がとなったときに、まだCS化されていない学校とかその地域の方々にと

って、うちはまだなのよねという雰囲気なのか、そろそろうちも指定さ

れるようにしなきゃという雰囲気なのか、今、機運というか、それはど

んな感じに、手応えとしては感じていらっしゃいますか。  

学校支援課長  平成 33年度までに全校設置を目指すという状況でござい
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ますので、残り中学校については３校、小学校につきましては、９校と

いうことで、小中一貫の統合校につきましては多分最終年度で、３校１

つで決定を見るのかなと思います。それ以外の学校につきましては、こ

の間、学校に出向いていろいろ校長先生等と調整をさせていただいた結

果、ほぼほぼ見えている状況でございまして、来年度に間違いなく小学

校２校、中学校２校は既に調整は整っておりますので、33年度までには

全校設置といった流れで進めさせていただいている次第でございます。 

教育長  先日、方南小学校の校長先生と学校運営協議会委員の大嶋さんが

おいでになって、方南小学校の課題研究の発表の様子を説明していただ

きました。私は議会で行けなかったものですから、いろいろな話を伺っ

たのです。その中で、ああいう校内研究を進めていく中で、 CSの委員で

あるとか、支援本部の構成委員とかが子どもの学力をどう高めていった

らいいのかということで、活発に先生方と話をしたりしていて、いい勉

強になったと。謙遜していい勉強になったとおっしゃっていましたけれ

ども、学校側からしてみれば、あるいは教員側からしてみれば、いろい

ろないい意見をいただいたのだろうと思います。教師の目から見た子ど

もの姿だけではなくて、地域の人から見た、あるいは支援本部の立場か

ら見た、あるいは学校運営協議会の立場から見た、そういう意見もかな

り公式、非公式を問わず交わされたのだろうと思います。言葉の端々に

そんなことがうかがわれました。 

  その中で、研究発表会のときに、登壇者に大嶋さんが、シンポジスト

の１人として上がられたのですけれども、これは、CSが単なる飾り物と

して置かれているのではなくて、学校の教育課程を承認し、それを進め

ていく大きな力になるという、やはり一番求められている部分が具体的

に展開されたなという感じを受けました。お２人から口々に、今まで先

生だけでやってきたけれども、こういった地域の方々のいろいろな意見

を聞いたり、力をかしていただいたりして進めてくる中で、子どもを理

解するというか、私たちの学校のこの子たちをどうしていったらいいの

かということで、かなり意見を交わすことができたという報告をいただ

きました。とてもいいことだなと。つまり、学校の先生だけで何かをし

ているのではなくて、授業の改善とかいろいろな課題を解決していく上

で、お互いに力を出し合っていい関係ができていっているのだなという

ことがよくわかるお話を伺いました。  
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久保田委員  関連してなのですが、先日、西田小学校で研究発表会があり

ました。 ESDの東京都の教育推進校、それからユネスコスクールとして

の推進校ということで発表会がありましたが、なかなかおもしろい発表

をやっていました。  

  その日の授業とか発表だけではなくて、実はここに至るまで私もかか

わったことがあったのですが、毎月の研究授業についてそこに参加をし

ているのがCS委員であったり、あるいは地域の方であったり、支援本部

の方であったり、いろいろな方が毎回必ずたくさんいらっしゃっていて、

授業を見るだけでなくて、協議会の中でも意見を交換することをずっと

積み重ねてやってきたというのは、やはりすばらしいなと思って見てい

ました。その結果が先日の発表会になったなと思いましたので、やはり

CSも含めて、まさに社会に開かれた教育課程ということで、どんどん中

身にかかわっていくことが進んでいけばいいのかなと思いました。  

庶務課長  ほかにご意見はよろしいでしょうか。  

  それでは、ないようですので、教育長、議案の採決をお願いいたしま

す。 

教育長  それでは、採決を行います。議案第53号につきましては、原案の

とおり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは異議がございませんので、議案第 53号につきましては、

原案のとおり可決といたします。  

それでは、引き続き報告事項の聴取を行いますので、事務局から説明

をお願いいたします。  

庶務課長  それでは、報告事項１番「平成31年度学校給食調理業務委託新

規実施校について」学務課長からご説明申し上げます。  

学務課長  「平成 31年度学校給食調理業務委託新規実施校について」ご報

告させていただきます。  

  杉並区行財政改革推進計画（平成29～ 31年度）に基づきまして、下記

のとおり学校給食調理業務を民間事業者に委託することとしたのでご報

告させていただきます。  

  １、新規委託校ですけれども、平成 31年４月１日から小学校１校、永

福小学校となっております。平成 31年度、これまでの累計ですけれども

54校となりまして、小学校35校、中学校19校となってございます。なお、
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杉並和泉学園については小学校１校、中学校１校としてカウントしてい

るところでございます。  

  選定理由ですけれども、杉並区学校給食調理業務運営改善検討会報告

を踏まえまして、調理職員の状況や施設・設備の整備状況、それから栄

養士の配置状況などを総合的に考慮して新規委託校を決定したところで

ございます。 

  今後のスケジュールですけれども、平成 31年１月学校向けの説明会を

実施、２月事業者の決定、３月保護者説明会を予定しているところでご

ざいます。 

  私からの報告は以上になります。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がご

ざいましたらお願いいたします。  

伊井委員  民間委託になったところで、今後給食の方でなされている例え

ばアレルギー問題とかも抜け落ちがないように取り組んでいっていただ

けたらいいのかなと思います。１校ずつ増えている感じなのですが、今

後もペースはこのような形で、見通しとしてはやっていく感じでしょう

か。 

学務課長  この行財政改革推進計画というのは、この度改定をしておりま

す。そこで学校給食の調理委託の推進という項目がございまして、そち

らの方で平成31年度から33年度までの計画なのですけれども、平成31年

度は委託実施校が１校、それから32年度は今のところ予定がなく、33年

度は委託実施校が３校ということで、先ほどの総合的な調理職員の状況

だとか、そういうところを加味した計画で、今、進めているところでご

ざいます。 

庶務課長  今のに補足なのですけれども、常勤の区の調理の職員がまだお

りますので、その方たちの退職、また再任用、そういったところの勘案

で数字が決まってくるということで、積極的に毎年計画的に１校ずつや

っていくとか、そういう計画になりにくいといいますか、そういう事情

がございます。  

折井委員  日本国内でいうと、本当に給食を楽しみにできるかできないか

というところで、結構地域によって大分差があって、中学校でお弁当を

取り寄せるところもあると。それはそれで多分いろいろな理由があって

それしかないのだと思うのですけれども、杉並区は本当にとても充実し
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ていて、うちの子どももとにかく給食が楽しみだと言っています。ジャ

ンケンで勝つ確率を上げるにはどうしたらいいか、自分は絶対負けたく

ないと話すくらい本当においしく食べていて、子どもたちにとってみる

と、３回のうちの１回が給食で、しかも朝食をあまり食べないお子さん

も増えている中で、学校給食がおいしくてみんなが食べたいというとこ

ろが、昔の方が給食の重要性は高かったのではないかと思いきや、今も

本当にその重要性は高いし、育ち盛りの子どもにとってとても大切なこ

とですので、給食の担当の方たちは本とかも出して、子どもたちにとっ

て栄養的にも、そして味としてもおいしく食べられるものをつくってい

こうと、とても意欲的にやる気に満ちて一生懸命やってくださっている

ことに本当に感謝をしたいと思います。コメントというか感謝の気持ち

をお示ししたいと思いまして、発言いたしました。  

学務課長  これからも栄養教諭の職員、学校栄養士、調理職員、それから

我々学務課、そういったところがしっかり連携をとって、子どもたちが

楽しめる給食の提供に努めていきたいと思います。  

庶務課長  ほかにご意見はよろしいでしょうか。  

  それでは、ないようですので、報告事項１番につきましては以上とさ

せていただきます。  

  続きまして、報告事項２番「学校運営協議会委員の任命について」学

校支援課長からご説明申し上げます。  

学校支援課長  私からは「学校運営協議会委員の任命について」ご報告を

させていただきます。  

  まず新規校でございますが、先ほどご議決をいただきました杉並第三

小学校でございます。杉並区学校運営協議会規則第３条第１項の規定に

基づく学校運営協議会委員の任命についてのご報告でございます。  

  任命期間については、平成31年１月１日から平成 32年 12月 31日までの

２年間。委員でございますが、織茂校長以下記載のとおり８名でござい

ます。 

  裏面を開いていただきまして、続きまして平成 31年１月１日任命の既

存校の委員でございます。任命期間につきましては平成 31年１月１日か

ら平成32年 12月 31日まで。それぞれ改選の時期にあわせた再任命でござ

います。桃井第三小学校は記載のとおり７名、沓掛小学校は記載のとお

り９名でございます。  
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  なお、別枠で桃井第三小学校の１名につきましては、当初の任命時期

がずれておりますので、別枠で記載をさせていただいたものでございま

す。 

  私からは以上でございます。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がご

ざいましたら、お願いいたします。  

折井委員  多分何の重要性もない質問をしてしまって 申し訳ないのです

が、新規設置校の委員に関しては、校長先生もその任命に入るけれども、

既存校に関しては、校長先生は再任命されず、校長推薦、学識経験者、

公募の方たちだけが再任命されるのですね。これは新規のときと扱いが

ちょっと変わるという理解でよろしいですか。  

学校支援課長  校長先生は任期がないということで記載はしていないと

いうことでございます。 

折井委員  その学校の 校長先生でいる限りはそこは継続になるわけです

ね。承知しました。  

伊井委員  先ほど、杉並第三小学校が次にCSになるということで話しがあ

ったのですけれども、11月の末に桃井第四小学校でCSの方と６年生の子

どもたちが話し合うというのがあって、学校支援課の方もいらしていた

と思うのですけれども、学校を楽しい学校にするにはとか、自由な発想

でグループに分かれて意見交換をしておられました。そこに先ほど教育

長がお話に出されていた方南小学校の大嶋さんも見えていて、方南小で

も子どもとCSの意見交換みたいなものを既に何回かやっていらっしゃる

ということで、子どもたちとグループとのお話が終わった後、控室に戻

ったときに、それぞれのグループで出たことを共有していらしたのです

けれども、そんなときにこんなふうにされていったらどうですかという

助言みたいなものもされていて、CSそのもののあり方だけではなくて、

CS同士のかかわりというか、共有であったり連携とか、それから意見交

換ということが、今までCSのあり方として想定しない範囲の広がりとい

うことで大変うれしく思いました。子どもたちの方も桃井第四小は２回

目らしいのですけれども、それでもすごく伸び伸びと発言できていたり、

大人が子どもの言うことにも耳を傾けてくれるのだなという気持ち的な

緩やかさとか、CSの方々が子どもたちにより近づいていこうという姿勢

も見られて、大変いい時間を過ごさせていただきました。メンバーとか
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いろいろあると思いますが、これからも学校運営協議会の持つその可能

性みたいなものに対して広がりが持たれていくといいのかなと思いまし

た。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。  

学校支援課長  委員ご指摘のとおりでございまして、私も桃井第四小も方

南小も両方、井戸端会議だとか６年生との交流の機会に行かせていただ

いて、非常にいい関係ができていると感じています。会長会、それから

委員研修会、こういったところでも先駆的事例については情報交換とか

様々させていただいておりますので、他の学校運営協議会についても状

況が調ったところからそのような取組をされているということで、今後

もそういった視点でさらに深めてまいりたいと考えているところでござ

います。 

伊井委員  大変開かれた学校運営協議会で感動いたしました。ありがとう

ございました。  

庶務課長  ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、ないようですので、報告事項２番につきましては以上とさ

せていただきます。  

  それでは、報告事項３番「杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認

について」生涯学習推進課長からご説明申し上げます。  

生涯学習推進課長  私からは平成30年 11月承認分の教育委員会共催・後援

名義使用承認についてご報告をいたします。  

  11月分の合計でございますが、全体で 20件でございます。定例・新規

の内訳は、定例が19件、新規が１件となっております。共済・後援の内

訳は、共催が６件、後援が14件でございます。  

  新規の１件でございますが、４ページをご覧ください。庶務課受付分

でございます。新規の名義形態は後援でございます。団体名は NPO法人劇

場創造ネットワーク、事業名は「座・高円寺10周年ロゴマーク募集」と

なってございます。  

  私からは以上です。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がご

ざいましたら、お願いいたします。  

伊井委員  今の新規の NPO法人さんなのですけれども、座・高円寺ができ

て10年たつのかなとびっくりしたのですけれども、このロゴマークの募

集ということも含めて、こういう支えていくようなことをやっていらっ
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しゃるNPOさんなのでしょうか。座・高円寺だけにかかわっているわけで

はないNPOさんですか。  

庶務課長  NPO法人劇場創造ネットワークでは、開館当初から、前任の佐

藤信さんという監督、いまでもいらっしゃいますけれども、そこで座の

運営そのものを請け負いながら、座の１と２の２つの劇場を使って様々

な公演をやる。また区内のいろいろな、例えば学校と組んでダンスアワ

ードをやるといった形で、外来者も呼んでくる。それから区民の方々に

も楽しんでいただく。そして、我々教育委員会としてのつながりでいえ

ば、演劇鑑賞教室という形で実際に子どもたちにお芝居を見にきていた

だいて、例えばバックヤードツアーとか作家さんとのトークだとか、い

ろいろな工夫をしながらまちに文化があるということを発信していく。  

  今回のロゴマークについては、募集の対象をとりわけ中学生に限定と

いいますか絞っているところで、子どもたちに親しまれる劇場、次の来

館者、また日常での文化活動、そんなところにひとつ気づきがあったり

するという狙いを持ってロゴマークの募集と、そんな取組だと伺ってお

ります。 

伊井委員  ありがとうございます。とても楽しみです。是非決まった暁に

は何らかの形で知れたらいいなと思います。  

庶務課長  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、報告事項３番につきましては以上とさせていただきます。 

  以上で報告事項の聴取を終わりとします。 

教育長  それでは、以上で本日の日程は全て終了いたしました。  

  庶務課長、連絡事項がございましたらどうぞ。  

庶務課長  今後の教育員会の日程でございますが、12月 26日水曜日は休会

とさせていただき、次回の定例会は年明けになります。１月９日水曜日

午後２時からを予定させていただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。 

  以上でございます。  

教育長  ありがとうございました。それでは、これで本日の教育委員会を

閉会といたします。  


